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序章 計画の目的と位置付け 

１ 緑の基本計画とは 

「緑の基本計画」とは、都市緑地法第４条第 1 項に基づいて策定する「緑地の保全及

び緑化の推進に関する基本計画」で、緑に関する総合的な計画です。それぞれの市町村

が地域の特性を活かしながら、行政と市民が一体となって緑地の保全や都市緑化の推進

についての取組を総合的かつ計画的に推進することを目的として策定するものです。 

本市では、平成 12 年３月に「大東市緑の基本計画」を策定し、「つくり、まもり、そ

だてる。みんなが身近にふれあえるいきいき緑のまちづくり」を将来像として掲げ、公

園・緑地の整備、既存の緑の保全・活用、市民の参加・協力による緑化の推進等、緑の

まちづくりの取組を展開してきました。 

２ 計画の位置付け 

「緑の基本計画」は、大阪府が策定した「みどりの大阪推進計画」（平成 21 年 12 月）

を指針として、本市の上位計画である「第 4 次大東市総合計画」（平成 28 年 3 月）に

掲げる緑に関する施策の方針について具体化するものです。また、緑のまちづくりの視

点から、「大東市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（平成 27 年 9 月）や「大東市都市

計画マスタープラン」（平成 24 年 3 月）、「第 2 期大東市環境基本計画」（平成 28 年 3

月）など、まちづくりに関する様々な計画との整合を図ります。 

 

図 緑の基本計画の位置付け 
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３ 緑とは ～緑の定義と機能～ 

（１）対象とする緑 

「大東市緑の基本計画」では、指針となる「みどりの大阪推進計画」に倣い、対象

とする緑を、「生駒山系の森林や山裾の里山林、市街地の樹林・樹木・草花、公園、農

地およびこれらと一体となった河川や水路といった水辺、オープンスペースなど」と

し、具体的には以下のものを対象とします。 

 

 

図 対象とする緑のイメージ（みどりの大阪推進計画より）  

みどり：周辺山系の森林、都市の樹林･樹木･草花、公園、農地に加え、 

これらと一体となった水辺･オープンスペースなど 

みどりの中で、担保性がある（将来にわたってみどりが残される可能性が高い）と判断できる

ものを「緑地」とし、さらに「緑地」を施設緑地と地域制緑地に分類しています。 

 

施 設 緑 地：都市公園あるいはこれに準じる機能を持つ施設として国、府、市町村が土地を所有している緑地（借

地等も含む） 

地域制緑地：森林、農地、交通用地や水辺等のオープンスペース、公共施設、民間の宅地や企業敷地等において、

法や条例等により国、府、市町村が土地利用を規制、誘導して確保する緑地 

その他の定義 

・樹林・樹木による緑被率：樹林や樹木(地上部の一部が木質化している植物をいい、タケ類を含む)で被われた 

面積の割合（樹林・樹木の樹冠投影面積÷土地の面積） 

・草 地 等 を 含 む 緑 被 率：上記「樹林・樹木による緑被率」に、草地等で被われた面積を足した面積の割合（（樹

林・樹木の樹冠投影面積＋草地等による被覆面積）÷土地の面積） 

・草地等        ：樹林・樹木以外の植生で、芝草類、笹類、つる植物、草本類、河川敷の葦原など 



 
4 

序
章 

計
画
の
前
提 

（２）緑の効果 

「みどりの大阪推進計画」では、「みどりには、私たちの暮らしを支える様々な効

果があります。中でもみどりを活用することによる、コミュニティ形成やにぎわいづ

くり、地域の魅力向上など、地域力を高める効果（媒体効果）に着目していきます。」

とされており、「みどりの存在効果」、「みどりの利用効果」、「みどりの媒体効果」に

ついて、以下のように示されています。 

 

 

図 「みどりが持つ多様な効果」（みどりの大阪推進計画より）  



 
5 

序
章 

計
画
の
前
提 

４ 改定の趣旨 

平成 12 年 3 月に「大東市緑の基本計画」を策定後 17 年が経過し、この間、少子

高齢化社会の本格的到来や人口減少、市民のライフスタイルの変化や価値観の多様化

など、緑をとりまく社会情勢は大きく変化しました。本市では、これまでに生駒山系

の緑や市街地の緑の保全、公園や緑道などの緑地の整備による緑の量の確保を中心に

取り組んできました。今後は、これらの緑の質を維持・向上させ、市民の暮らしの向

上に活かすことが重要です。また、多様化している市民ニーズに応えられるような魅

力的な公園づくりが求められています。 

このような状況を踏まえ、緑の視点からのまちづくりの考え方や将来像を行政と市

民が共有し、ともに取り組んでいくために緑の基本計画を改定します。 

 

５ 計画の期間 

「大東市緑の基本計画」では、上位計画である「第 4 次大東市総合計画」との整合を

図るため、平成 29 年度を初年度として平成 42 年度を目標年次とします。 

なお、今後の社会経済情勢の変化や関係法制度の改正、上位・関連計画の見直しが行

われた場合には、その都度、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

第 4 次大東市総合計画における長期的な目標：平成 42 年度 
（おおむね 30 年間） 

平成 12 年度 平成 29 年度 平成 42 年度 
緑の基本計画 緑の基本計画 

（H12.3 策定） 


	序章　計画の目的と位置付け
	１　緑の基本計画とは
	２　計画の位置付け
	３　緑とは　～緑の定義と機能～
	（１）対象とする緑
	（２）緑の効果

	４　改定の趣旨
	５　計画の期間

	第１章　大東市の緑の現状と課題
	１　大東市の概況
	（１）位置・地勢
	（２）人口

	２　緑をとりまく社会情勢
	（１）国の動向
	①今後の都市公園やオープンスペースのあり方に関する動向
	②既存の都市公園の再編に関する動向
	③都市農地に関する動向

	（２）大阪府の上位関連計画
	○みどりの大阪 推進計画 [大阪府、平成21年12月]
	○大阪府景観計画 [大阪府、平成24年4月変更]

	（３）大東市の上位関連計画
	○第4次大東市総合計画（第Ⅱ期基本計画（後期）） [大東市、平成28年3月]
	○大東市まち・ひと・しごと創生総合戦略 [大東市、平成27年9月]
	○大東市都市計画に関する基本的な方針（大東市都市計画マスタープラン）　[大東市、平成24年3月]
	○第２期大東市環境基本計画より [大東市、平成28年3月]
	○野崎駅周辺整備基本構想 [大東市、平成22年5月]
	○四条畷駅周辺整備基本構想 [大東市、平成22年5月]


	３　大東市の緑の現状とこれまでの取組
	（１）大東市の緑の現状
	①都市公園
	②公共施設緑地・民間施設緑地
	③地域制緑地等

	（２）大東市の緑の確保量
	（３）緑の実績
	① 緑の保全に関する取組
	○ 生駒山系の樹林地の保全
	○ 河川等の水辺の保全
	○ 保護樹木・保護樹林の保全
	○ 農地の保全
	② 緑の整備に関する取組
	○ 都市公園の整備
	○ 地域広場の整備
	○ 緑道・水路散策路の整備
	○ 公共用地・民有地の緑化の推進
	③ 市民参画に関する取組
	○ アドプト制度の活用による公共用地の緑の維持管理の推進
	○ 市民による緑化活動への支援
	○ 緑の推進員による活動
	○ 山地美化ハイキングの実施
	○ 花と緑のまつりの実施
	○ 大阪府の進める施策


	４　緑に関する市民意識
	（１）緑に対する印象
	（２）緑とのかかわり
	（３）公園への要望

	５　緑に関する課題の整理
	（１）緑の保全に関する課題
	①生駒山系の自然環境の保全
	②河川等の水辺環境の保全
	③動植物の生育環境の確保
	④公園機能の充実
	⑤市街地における緑の保全

	（２）緑の整備に関する課題
	①都市公園の整備
	②地域の実情に応じた公園の機能の充実
	③緑の連続性の確保
	④まちのシンボルとなる都市景観の形成
	⑤市街地における緑の創出

	（３）緑の利活用や普及啓発に関する課題
	①市民や企業による緑化推進
	②情報発信による普及啓発
	③地域資源の魅力化
	④緑化意識の啓発


	６．改定の視点
	○緑の量の確保から緑の質の向上へ
	○公園機能を見直し魅力ある公園づくりへ


	第２章　緑の基本計画の目標
	１　理念と緑の将来像
	（１）理念
	（２）将来像

	２　基本方針
	３　緑地の配置方針および都市公園の整備方針
	（１）緑地の配置方針
	（２）都市公園の整備方針

	４　計画のフレーム
	（１）目標年次
	（２）計画対象区域
	（３）将来人口
	（４）都市計画区域の規模

	５　計画の目標
	（１）目標水準の設定
	（２）緑への満足度の把握
	（３）目標指標の設定


	・大東市の印象的な緑をまもります。
	・防災面で重要となる緑をまもります。
	・市民の暮らしとともにある、身近な緑をまもります。
	・緑を継承し、次世代につたえます。
	・子育てや健康づくりなど、地域の実情にあわせた公園の再整備を進めます。
	・未着手の都市計画公園を見直します。
	・公共用地を緑でむすび、緑の連続性を確保します。
	・緑にかかわることの楽しさを伝え、緑化活動を担う人材をはぐくみます。
	・市民活動の場として緑をいかします。
	・地域の顔づくりやにぎわいづくりなど、地域の魅力向上に緑をいかします。
	第３章　施策の展開
	基本方針１「緑をまもる・つたえる」に基づく施策
	① 公園の適正な維持管理
	② 水辺環境の保全
	③ 市街地の緑の保全

	基本方針２「緑をつくる・むすぶ」に基づく施策
	④ 都市公園整備事業
	⑤ 特色ある公園づくり
	⑥ 緑のネットワーク整備
	⑦ 緑の拠点づくり
	⑧ まちなかの緑化推進

	基本方針３「緑をはぐくむ・いかす」に基づく施策
	⑨ 緑とのかかわり支援
	⑩ 緑の情報発信
	⑪ 緑と地域資源の一体化
	⑫ 緑の普及活動


	第４章　緑化推進重点箇所の緑化推進
	１　緑化推進重点箇所の設定
	（１）見直しにあたっての基本的な考え方
	（２）緑化推進重点箇所の基本方針の変更点

	２　緑化推進重点箇所での取組

	空白ページ

